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Magic xpa 4.6新機能

機能
1. テーブル列固定
2. オートコンプリート
3. スクロールバー機能の改善
4. エディットコントロールズームボタン
5. オートドロップダウンリスト
6. フォームの拡大（実行時）
7. エディットコントロール無効色設定
8. チェックボックスパフォーマンス改善
9. 異なるタスク間でのロジック行コピー＆ペースト
10. タスク名100バイトまで可
11. モバイル機能の強化
12. 64bitサーバ実行エンジン
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１．テーブル列固定
テーブルコントロールで、特定の列を固定したまま横スクロールが出来るようになりました。
（オンライン、リッチクライアント）
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１．テーブル列固定

関連するプロパティ

① 固定カラム数

② 固定カラムの区切り線

③ 固定カラム許可
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１．テーブル列固定
① 固定カラム数

フォームエディタ上でテーブルコントロールに定義されている何カラム目を固定カラムとするかを指定します。

実行時、指定したカラム及びその前のカラムが固定列となります。カラムの並び替えでカラムの順序が変わった場合でも

固定基準となるカラムは変わりません。

有効値は ０ ～ テーブル列数-２

例：設定値「２」

列固定部分

カラム移動

基準カラム
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１．テーブル列固定
② 固定カラムの区切り線

固定領域と非固定領域の境界線の色を指定します。

基本色定義の色番号を設定します。（前景色の色が適用）

固定領域 非固定領域
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１．テーブル列固定

③ 固定カラム許可

「True」に設定するとプログラム実行時にユーザが固定基準列の変更や列固定の解除を行えるようになります。

テーブルのカラムタイトル上でマウス右クリックする事により「固定、固定解除」のメニューが表示されます。

「固定」を選択すると、その列が固定基準列に、「固定解除」を選択すると、全ての列固定が解除されます。

固定カラム区切り線
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２．オートコンプリート

文字型またはUNICODE型のエディットコントロールで文字を入力すると、候補をリストで表示した
り、コントロール内に表示出来るようになりました。（オンライン、リッチクライアント）
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２．オートコンプリート

関連するプロパティ

① オートコンプリートモード

② 選択項目リスト

③ データソース番号、 リンク項目、インデックス、範囲

※オートコンプリート機能を使用するには、選択項目

リストまたはデータソースの設定が必要です。
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２．オートコンプリート

関連するプロパティ

① オートコンプリートモード

• なし

• サジェスト

• サジェストと追加

• 追加
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２．オートコンプリート

①オートコンプリートモード：サジェスト

文字を入力すると、その文字の並びで始まる入力候補がリスト表示される。
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２．オートコンプリート

①オートコンプリートモード：追加

文字を入力すると、その文字の並びで始まる最初の候補文字列がコントロール内に追加されて表示される。
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２．オートコンプリート

①オートコンプリートモード：サジェストと追加

文字を入力すると、その文字の並びで始まる最初の候補文字列がコントロール内に追加されて表示され、さらに入力候補がリ

スト表示される。
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２．オートコンプリート

データソースの使用

オートコンプリートで表示される候補文字列にデータソースのデータを利用する事が出来ます。

• データソース番号

候補に使用するデータソース番号

• リンク項目

候補に利用するカラム番号

• インデックス

候補の表示順に利用するインデックス番号

• 範囲

候補対象を限定する場合に範囲指定可能
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３．スクロールバー機能の改善

テーブルコントロールのスクロールバーが正確な位置に表示されるようになり、任意の位置にジャンプ
出来るようになりました。（オンライン）

スクロールバーでマ
ウス右クリック
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３．スクロールバー機能の改善

関連するプロパティ

① ビュー事前読込（タスク特性）

② スクロールバーのつまみ

[ビュー事前読込]特性が「False」と評価され、

[スクロールバーのつまみ]特性が「絶対値」に設

定されている場合に機能します。
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４．エディットコントロールズームボタン

エディットコントロールにズームボタンを表示出来るようになりました。
（オンライン、リッチクライアント）
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４．エディットコントロールズームボタン

関連するプロパティ

① ズームボタンを表示

② ボタンスタイル

③ ボタンの色

④ ボタンイメージファイル

⑤ ボタンツールチップ

「True」でボタン表示可能

「イメージボタン」または「プッシュボタン」

ボタンスタイルが「プッシュボタン」の場合に適用される。

実行用基本色定義ファイルから選択した色の背景色がボタン
の色として適用される。

ボタンスタイルが「イメージボタン」の場合に適用される。[動作
環境/動作設定/ﾌﾟｯｼｭﾎﾞﾀﾝ用ｲﾒｰｼﾞ数]の設定に応じてイメ
ージファイルを等分した物が表示される。

プッシュボタン上にマウスオーバーした時に表示されるツールチッ
プメッセージを割り当て可能。ヘルプリポジトリの「タイプ：T=ﾂ
ｰﾙﾁｯﾌﾟ」の物を割り当てる。
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４．エディットコントロールズームボタン

ボタンスタイル「プッシュボタン」

※プッシュボタンの幅はエディットコントロールで

適用されるフォント５文字分になります。
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４．エディットコントロールズームボタン

ボタンスタイル「イメージボタン」（ﾌﾟｯｼｭﾎﾞﾀﾝ用ｲﾒｰｼﾞ数：4の場合）

通常時

プッシュ時
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５．オートドロップダウンリスト

コンボボックスコントロールにパークした時に自動的にリストをドロップダウン出来る様になりました。
（オンライン、リッチクライアント）
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５．オートドロップダウンリスト

関連するプロパティ

① オートドロップダウン

※[オートドロップダウン]の設定が「True」であっても、［パーキング可］ま

たは［修正許可］の設定が「False」の場合にはオートドロップダウンは行

われません。
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６．フォームの拡大（実行時）

ステータスバーにあるコンボボックスを使用して、実行時にフォーム内で100%～200%の間で
画面の拡大が出来る様になりました。（オンライン）

※フォームのウィンドウタイプがSDIの場合または、子ウィンドウ・MDI調整でMDIウィンドウの中にオープンされた場
合にのみ有効です。
（ウィンドウタイプがデフォルトでMDI子ウィンドウとしてオープンされる場合も含む）
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６．フォームの拡大（実行時）

関連するプロパティ

① スケーリング許可

※Magic.iniの[MAGIC_SPECIALS]セクションに「スケーリング許可」プ

ロパティのデフォルト値をコントロールするフラグが追加されました。

「スケーリング許可」プロパティが継承状態になっている物については、この設

定によりプロパティ値が設定されます

SpecialFormScalingByDefault

Y

「スケーリング許可」プロパティの値は「True」になります。

Nまたは未定義

「スケーリング許可」プロパティの値は「False」になります。

フォームのウィンドウタイプ特性がSDI、MDI調整、子ウィンドウの場合にの

み有効です。
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６．フォームの拡大（実行時）

SDI 子ウィンドウ
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７．エディットコントロール無効色設定

エディットコントロールでコントロールが無効状態の時の色を設定出来るようになりました。 （オン
ライン、リッチクライアント）
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７．エディットコントロール無効色設定

関連するプロパティ

① 無効色

基本色定義の背景色に設定した色が

適用されます。
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８．チェックボックスパフォーマンス改善

フォーム上に大量のチェックボックスコントロールが配置されているプログラムを実行した際のチェック
ボックスの描画速度を改善するパラメータが追加されました。
（オンライン、リッチクライアント）

28



８．チェックボックスパフォーマンス改善

関連するプロパティ

① オーナードロー

※Magic.iniの[MAGIC_SPECIALS]セクションに「オーナードロー」プロパ

ティのデフォルト値をコントロールするフラグが追加されました。

「オーナードロー」プロパティが継承状態になっている物については、この設定

によりプロパティ値が設定されます。

SpecialCheckBoxOwnerDraw

Y

「オーナードロー」プロパティの値は「True」になります。

Nまたは未定義

「オーナードロー」プロパティの値は「False」になります。

「True」にすることによりチェックボックスの描画速度が改善します。この値

が「True」の場合、表示方法「ボックス」、スタイル「凹立体」に設定されま

す。
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９．異なるタスク間でのロジック行コピー＆ペースト

同一プログラムや別プログラムの異なるタスク間でロジックやデータビューのコピー＆ペーストが出来
るようになりました。
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９．異なるタスク間でのロジック行コピー＆ペースト

ヘッダ行のコピー＆ペースト

※コピー元にビュー項目や式等のタスク固有の定義が含まれていた場合、コピー先ではそれらの値はブランクになります。
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１０．タスク名100バイトまで可

タスク名やフォーム名に100バイトまでの文字列を使用出来るようになりました。
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１１．モバイル機能の強化（iOS,Android）

I. クライアント側キャッシュのクリア

クライアント側のローカルキャッシュをクリアする為の関数が追加されました。

構文：ClientClearCache(パラメータ)

パラメータ：論理値

・ True …… キャッシュを即クリアします。

・ False…… セッションの最後にクリアします。

戻り値：論理値

・ True …… パラメータがTrue で処理が成功した場合。パラメータがFalse の場合

・ False…… パラメータがTrue で初期化ができなかった場合
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１１．モバイル機能の強化（iOS,Android）

II. デバイスのアクティブ状態の維持

モバイルデバイスで、Magicアプリケーションがアクティブ状態の場合、デバ

イスで設定されたスリープ時間が経過してもスリープ状態にならないように

することが出来るようになりました。

関連するプロパティ

① 状態維持

「Yes」に設定されたタスクのフォームがアクティブの場合、デバイスがスリープ状態になら

ないようになります。
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１２．64bitサーバ実行エンジン

６４bitのサーバ実行エンジンがサポートされました。（Enterprise Server、RIA Server）

バックグラウンドモードで動作する64bitサーバ実行エンジンが追加された事により、４GB以上のメモリが

利用出来るようになりました。

インストール時に32bit、64bit どちらをインストールするか選択出来ます。

※64bit版実行エンジンを利用する場合、DBMSのク

ライアントモジュールは64bit版をインストールする必要

があります。
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１２．64bitサーバ実行エンジン

Magic xpa Studio での６４bit実行エンジン

Magic xpa Studioをインストールする場合、自動的に32bit、64bit両方の実行エンジンがインストールさ

れます。64bit関係のファイルはインストールフォルダ下の「x64」サブフォルダにコピーされます。

[動作環境/システム]で以下の設定をする事により、[デバッグ/プロジェクトの実行]時に64bit版実行エンジ

ンで動作します。

• 実行モード：B=ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

• 64ﾋﾞｯﾄ開発用ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｴﾝｼﾞﾝ：Yes

36



Magic xpa 4.6新機能

機能
13．アップグレード機能の改善

37

オンライン アップグレードセミナー
7/7(火) 予定
13:30 から 3時間程度

1４．WebClient オンライン WebClientセミナー
7/21(火) 予定
13:30 から 1時間程度



アップグレード機能改善

● uniPaaS V1PlusからMagic xpa 3.x、 およびMagic xpa 4.x への互換性徹底検証

● 実際のマイグレーションプロジェクトの解析
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アップグレード機能改善

# 非互換性内容

1 ラベルコントロールの親子リンクが違う

2 テーブルコントロールのタイトル色、背景色、横スクロールバー表示が違う

3 メニュープログラムの終了時の動きが違う

4 ラジオボタン色が違う

5 コンボボックス初期表示が違う,エディットコントロール色が違う

6 テーブルコントロールのタイトルが消えている

7 RMConverterで式が削除される

8 次項目移動で値がクリアされる

9 子タスクが表示されない

10 ラジオボタン表示位置ずれ

11 データ存在チェックエラーとなる

12 帳票の出力結果が違う

その他多数
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Magic xpa Web Clientとは
● リポジトリに登録した情報をもとに、SPA型Webアプリケーションを自動生成

● HTML5、CSS3、TypeScript（実行時はJavaScript）ファイルを作成

Magic xpa（Web Client） SPA型Webアプリケーション

自
動
生
成

テーブル
情報

業務
処理

画面
設計

データリポジトリに定義

ロジックに定義

フォームに定義

自動生成された

Angularプロジェクト

必要に応じてUI修正
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Magic xpa Web Client開発に必要なスキルセット

Magic xpa
・Magic RIA開発スキル

Angular
・Angularの基本知識のみで十分
・Magic xpaからAngularコードを自動生成
（HTML、CSS、TypeScript、3つのファイル）
・Magic xpaとAngularの間の接続は、Magic 
xpaの関数を使用

ウェブデザイン
・HTML＆CSSで画面デザインを更新
・約90％がHTMLとCSS変更

（Angularでの作業は約10%）

※外部IDE
・Visual Studio Code等の

IDEでAngularコード編集
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Magic xpa Web Clientの開発手順

➀
プロジェクトの

作成

➂
従来通りの
ローコード開発

➃
Angular
自動生成の
設定

➅
ウェブデザイン更新

→HTML＆CSS(90%)
→Angular(10%)

➄
Angular
プロジェクト
自動生成

スタート

➆
Deploy

&
テスト

➀
プロジェクトの

作成

スタート

➁
メインプログラム
のタスク特性を
Web Clientへ

変更

ローコード開発

Angular（SPA）開発

42



Magic xpa Web Client のメリット

● ユーザーインターフェイス(Web画面)が自由に設計できる

○ →操作性の高いアプリケーションが開発可能

● ローコード開発手法による開発生産性の向上

○ Angular側のほとんどが自動生成

○ Angularの面倒な設定ファイルも自動生成

● 注意点（Magicのみの開発者からの観点）

○ HTML/CSSとウェブデザイン知識が必要

○ ２つのソースコード管理（Magic、Angular）が必要
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SPA型のWebシステム

BtoBシステムもWeb化

画面サンプル
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Thank You!
magicsoftware.com/ja


